
一般質問の順位と質問要旨 （令和６年第２回定例会） 

 

（ 令和６年３月５日・６日・７日 ） 

順 位 質問者氏名 質   問   要   旨 

１ 武内 幸次郎 

 

１ 時代に即した予算は組めたのか 

（１）将来を見据えた予算なのか 

（２）子育て支援の現状と課題 

（３）ふるさと納税の現状と課題 

（４）空港の利活用促進 

２ 自然豊かな白川地域の振興について 

（１）棚田保全 

（２）観光資源としての活用強化 

（３）農振地域現状と課題 

３ 雇用確保について 

 （１）生産年齢人口の推移 

 （２）確保に向けての施策強化 

４ 公共施設の統廃合や複合化について 

（１）長寿命化計画時に将来に向けた統廃合や複合化の見直しを 

 

２ 福山 直樹 

１ コミュニティスクールについて 

（１）コミュニティスクールの現状と課題及び地域づくりとの 

一体化の可能性を問う 

２ 認知症施策の推進について 

（１）認知症施策の評価と認知症基本法施行に伴う取組を問う 

３ 孤独・孤立対策について 

 （１）本町における孤独・孤立の現状と、孤独・孤立対策推進法

施行に伴う取組を問う 

３ 角﨑 明美 

 

１ パンデミック条約締結及び国際保健規則改正について 

 （１）パンデミック条約締結及び国際保健規則改正が行われよう

としているが、国民に情報が届いていない。町としての方針を問う。 

２ 町内小中学校における特別支援学級児童数の推移 

  不登校児童数の推移について 

 （１）特別支援学級の児童、不登校の児童が全国的に増えている。

本町の現状と課題を問う。 

３ 子ども医療費の推移について 

 （１）子育てしやすい町づくりとして、少子化対策として子ども

医療費は不可欠だと考えるが、本町の現状課題を問う。 

４ 医食同源米の導入について 

 （１）慣行栽培米であっても、精米方法を変えるだけで白米より

も栄養素や旨味成分を多くすることができる金芽米の導入

をする自治体が増えている。本町の方針を問う。 

 



４ 小山 信美 

１ ヤングケアラー支援体制の強化 

（１）若者ケアラー相談窓口の設置 

２ 多様性ある社会を目指して 

 （１）LGBT理解増進法 

 （２）災害時の避難所運営 

（３）災害備蓄のデジタル管理 

３ 危険な情報を LINEで通報 

５ 岩谷 潔 

１ 豪雨災害対策 

（１）過去発生した災害は 

（２）葉山池導水路 

（３）与原区画整理地東側の工業専用地域の排水対策 

６ 花見 文敏 

１ 災害支援活動について 

 （１）本町の取り組みは 

２ 地域活性化について 

 （１）シティプロモーションとシビックプライドの醸成について 

７ 白石 学 

１ 子ども議会 

（１）提案、要望への対応 

（２）子ども大綱 

２ 水道事業 

（１）漏水対策 

（２）災害時の対応 

３ 防災・減災 

（１）罹災証明書 

８ 友田 敬而 

１ 北九州空港 3000メートル延伸 

（１）空港滑走路延伸に伴い町の戦略は 

（２）アクセス改善を問う 

２ 苅田町商店街活性化 

（１）現状の商店街に対する認識と取り組んでいる活性化は何か 

（２）空港滑走路延伸に伴い町の戦略は 

商店街も変わると考えられる 



９ 末石 伸二 

 

１ 防災無線放送 

 （１）防災無線の目的 

 （２）防災無線の基準 

 （３）防災無線からの情報伝達方法は 

 （４）消防出動情報ダイヤルの音声について 

２ 防犯灯設置 

 （１）防犯灯の設置基準について 

３ 通報アプリ 

（１）通報アプリの検討状況 

（２）通報アプリの内容 

（３）開始時期 

 

１０ 尾形 均 

 

１ 空港を生かした町づくりについて 

 （１）滑走路延長による一大物流拠点基地へ 

 （２）北九州・苅田その取組みについて 

 （３）空港整備、費用負担について 

２ 人口減少社会への対応 

 （１）厚労省による人口推計 

（２）まちづくりへの共通課題 

 （３）公共施設再編、管理計画費用の見直し 

 

１１ 田渕 朗 

１ 農業振興について 

 （１）苅田町の農業の現状について 

 （２）担い手不足に対して今後の方策について 

２ JR苅田駅について 

 （１）現状と課題 

１２ 森 琢磨 

１ スポーツ振興 

（１）スポーツ施設（テニスコート）の充実 

２ 山林自然のレクリエーション活用 

 （１）散策や憩いの自然にふれあう 

    登山道等の整備 

１３ 坂本 東二郎 

１ 白川北部地区の下水道整備について 

 （１）個別設置と面整備下水道の相違点は 

 （２）現状について 

（３）福岡県汚水処理構想について 

 


